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2.10平成16年（2004）
国体クロスカントリー競技
　　2009年（平成21年）に開催─────
十日町市げんき債を発行します─────
よみがえる郷土の歴史
　　平成15年度の発掘調査───────
忘れないで！所得税・市県民税の申告───
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白銀の中を駆け抜ける
第28回十日町市小学校親善スキー大会が２月４日d、小雪舞う

吉田クロスカントリーコースで開催されました。「ガンバ！」「フ

ァイト！」などの声援が雪原に響き渡る中、2009年に十日町市

で行われる国体の選手の卵たちはゴール目指して疾走しました。



3 平成16年2月10日号 2

も競技を続けるつもりです。2009年

は大学４年生、学生最後の試合が地元

の国体なら最高ですね。それまで一つ

ひとつ大会をこなしていきたいです。

小学生のころから練

習してきたコースで国

体が行われるなんて、

夢のようです。大学で

丸 山 智 恵さん
（十日町総合高２年）

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）、
２
巡
目
と
な
る
第
64
回
国
民
体
育
大

会
（
国
体
）
が
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
が
十
日
町
市
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
国
体
の
概
要
や
国
体
ま
で
の
取
り
組
み
、
選
手
育
成
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
は
、
国
内
最

大
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。
第
１

回
大
会
は
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
に

京
都
を
中
心
と
し
た
京
阪
神
地
域
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
都
道
府
県
対
抗
・

各
都
道
府
県
持
ち
回
り
方
式
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
６
１
（
昭
和
36
）

年
か
ら
は
、
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
定

め
る
重
要
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
体

育
協
会
・
文
部
科
学
省
・
開
催
地
都
道
府

県
の
三
者
共
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
体
は
現
在
、
冬
季
・
夏
季
・
秋
季
の

３
大
会
に
別
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
第
59

回
大
会
は
、
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が

山
形
県
、
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
が
青
森
県
、
夏
季
・
秋

季
大
会
が
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

るコースでは、特に長い距離や上りを

練習したいです。高校でもスキーを続

け、ぜひ地元の国体に出場したいです。

そして優勝を目指します。

普段練習している吉

田のコースは自分に合

っていて、一番好きな

コースです。新しくな

徳 永 康 介さん
（南中３年）

生、アップダウンが多くてきつい吉田

のコースで一生懸命練習して、全中・

インターハイとともに、地元の国体に

も出場したいです。

国体は全国から強い

選手が集まる大会とい

うイメージです。

2009年は高校２年

児 玉 翔 平さん
（吉田小６年）

吉田地区、そして十日町市の活性化につな

がり、町が元気になれると思います。国体

本番までに、ぜひ競技を実際に見て、応援

して、感動を共有してほしいです。

国体という日本一の大会

を間近で見ることができ、

かかわることができるの

は、大変喜ばしいことです。

馬 場 重 雄さん
（小泉１・51歳）

キーのメッカ十日町市での国体開催は、その

恩返しでもあります。まずは地元の理解を得

て吉田を公認コースに改修し、その後は市を

あげて、全国に誇れる大会を開催したいです。

毎年この地区から大勢の選

手が全国大会に出場し、各地

でお世話になっています。ス

市スキー協会会長

庭 野 鉄 雄さん
（住吉町・60歳）

国
体
と
は
？

年
の
開
催
種
目
は
、
冬
季
大
会
が
ス
キ

ー
・
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
３

競
技
、
夏
季
大
会
が
水
泳
・
サ
ッ
カ
ー
・

ボ
ー
ト
な
ど
６
競
技
、
秋
季
大
会
が
陸
上

競
技
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
相
撲
な
ど
31
競

技
で
す
。
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
の
第

61
回
以
降
は
、
夏
季
・
秋
季
大
会
を
一
本

化
し
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
に
行
わ
れ
た

前
回
の
新
潟
国
体
は
、
ス
ケ
ー
ト
以
外
の

す
べ
て
の
競
技
を
初
め
て
同
一
県
で
開
催

し
た
準
完
全
国
体
で
し
た
。
ま
た
、
秋
季

大
会
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
、
春

季
大
会
と
し
て
開
催
し
、
夏
季
大
会
は
新

潟
地
震
の
た
め
、
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
常
勝
の
東
京
都
を
押
さ
え
て
開

催
県
と
し
て
初
め
て
天
皇
杯
と
皇
后
杯
を

獲
得
し
た
国
体
で
も
あ
り
ま
し
た
。

２
巡
目
と
な
る
第
64
回
国
体
は
、『「
ふ

れ
あ
い
」「
支
え
あ
い
」「
高
め
あ
う
」
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
創
造
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
県
内
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
は
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
が

十
日
町
市
（
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ

ー
ス
）
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
が
湯
沢
町
、
ジ

ャ
ン
プ
競
技
が
塩
沢
町
、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
技
が
川
西
町
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
前
年
の
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年

に
は
、
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
開
催
が
国
体
と
同
会
場

で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
体
で
は
全
市
民
の
総
力
を
結
集
し
、

十
日
町
市
の
風
土
を
生
か
し
た
特
色
あ
る

大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
場

と
な
る
吉
田
地
区
は
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
に
対
し
て
情
熱
を
持
っ
て
お
り
、
各
種

大
会
で
も
運
営
や
コ
ー
ス
の
維
持
管
理
に

問合せ

体　育　課
2009国体準備室
（総合体育館内）

152－4377 

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
施
設
や

設
備
は
大
会
後
も
残
る
た
め
、
地
域
住
民

は
も
と
よ
り
全
国
各
地
か
ら
大
会
や
合
宿

な
ど
で
幅
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
な
ど
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
国
体
を
契
機
に
ア
ク
セ
ス
道

路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
図
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
は
コ
ー
ス
整
備
と
併
せ
、

国
体
開
催
の
た
め
の
十
日
町
市
準
備
委
員

会
を
設
立
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
は
18
年
度
中
の
完

成
を
目
指
し
て
お
り
、
短
期
間
で
完
成
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
体
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
直
接
見
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
競
技
者
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
競
技
力

向
上
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

ス
ポ
ー
ツ
の
動
機
づ
け
や
育
成
強
化
な
ど

多
大
な
教
育
的
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
指
導
者
の
資
質
向
上
や
全
国
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
も
進
み
、

選
手
、
指
導
者
、
市
民
す
べ
て
に
地
域
意

識
が
浸
透
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

地
元
国
体
で
の
成
績
向
上
に
向
け
て
、
年

齢
や
学
校
を
超
え
た
一
貫
指
導
体
制
を
整

備
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
発
掘
・
育
成
・

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国
体
と
は
？

２
巡
目
新
潟
国
体

２
巡
目
新
潟
国
体

国
体
ま
で
の
取
り
組
み

国
体
ま
で
の
取
り
組
み

選
手
育
成

選
手
育
成



郵便番号
を忘れず

に！�

■
申
込
期
間

２
月
12
日
e
〜
23
日
b

（
当
日
消
印
有
効
）

■
購
入
者
の
決
定

そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機

関
ご
と
に
購
入
者
を
決
定
し
ま
す
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は
２

月
27
日
f
に
発
送
す
る
予
定
で
す
）

■
購
入
期
間

３
月
３
日
d
〜
９
日
c

（
当
初
販
売
分
）

■
発
行
日

３
月
25
日
e

■
申
込
み
が
無
効
に
な
る
場
合

・
「
購
入
で
き
る
人
」
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合

・
「
往
復
は
が
き
」
に
記
入
漏
れ
や
誤
り

が
あ
る
場
合

・
「
往
復
は
が
き
」
以
外
で
申
込
み
を
し

た
場
合

・
１
枚
の
は
が
き
で
複
数
人
の
申
込
み
を

し
た
場
合

※
一
人
で
何
通
も
申
込
ん
だ
場
合
、
１
枚

を
除
い
て
残
り
は
無
効
に
な
り
ま
す

※
一
人
で
両
方
の
金
融
機
関
を
申
込
ん
だ

場
合
、
ど
ち
ら
か
１
枚
は
無
効
に
な
り

ま
す

◆
問
合
せ
　
　

総
務
課
財
政
係
1
57
│
３
１
１
１

（
内
線
２
２
５
）

あなたの参加でまちづくり

「十日町市げんき債」を
発行しますZ
５年満期確定利率・年0.62％

国の発行する「国債」と同じように、市も

「市債」を発行できるようになりました。十

日町市では、子育て支援センター「くるる」

などの整備資金に充てるため、総額１億円の

「十日町市げんき債」を発行します。すくす

く育つ子どもたちのために、あなたも「十日

町市げんき債」を購入しませんか。

Ｑ
５

利
子
は
課
税
さ
れ
ま
す
か
？

Ａ
５

定
期
預
金
と
同
じ
よ
う
に
、
利
子

所
得
と
し
て
20
％
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま

す
。

Ｑ
６

預
金
と
は
違
う
ん
で
す
か
？

Ａ
６

「
預
金
」
で
は
な
く
「
債
権
」
で

す
。
「
債
権
」
の
元
金
や
利
子
は
、
市

が
責
任
を
も
っ
て
支
払
い
ま
す
。

Ｑ
７

利
子
の
受
け
取
り
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

Ａ
７

利
子
は
確
定
利
率
で
、年
２
回（
３

月
25
日
と
９
月
25
日
、
休
日
は
前
倒
し
）

支
払
わ
れ
ま
す
。「
保
護
預
か
り
制
度
」

を
ご
利
用
の
場
合
、
利
払
い
日
に
指
定

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

Ｑ
８

ど
こ
で
購
入
で
き
ま
す
か
？

Ａ
８

取
扱
金
融
機
関
の
第
四
銀
行
十
日

町
支
店
、
北
越
銀
行
十
日
町
支
店
の
窓

口
で
す
。
十
日
町
支
店
以
外
で
は
取
扱

で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
９

購
入
時
に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き

が
必
要
で
す
か
？

Ａ
９

取
扱
金
融
機
関
で
の
申
込
み
書
類

の
提
出
と
代
金
の
支
払
い
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
購
入
手
続
き
は
、
必
ず
購
入

者
（
当
選
者
）
本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
取
扱
金
融
機
関
に
本
人
名

義
の
口
座
が
な
い
場
合
は
、
口
座
開
設

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

す
。
「
十
日
町
市
げ
ん
き
債
」
は
、
市

民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
債
で
す
。

Ｑ
２

い
く
ら
ま
で
購
入
で
き
ま
す
か
？

Ａ
２

10
万
円
単
位
で
、
一
人
最
高
１
０

０
万
円
ま
で
で
す
。

Ｑ
３

満
期
前
で
も
換
金
（
売
却
）
で
き

ま
す
か
？

Ａ
３

満
期
前
で
も
購
入
し
た
金
融
機
関

で
換
金
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
売
却
の

時
期
に
よ
っ
て
は
購
入
価
格
を
下
回
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
４

「
保
護
預
か
り
制
度
」
っ
て
何
で

す
か
？

Ａ
４

購
入
し
た
債
券
の
保
管
を
金
融
機

関
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
債
券
の
盗
難
、

紛
失
、
火
災
に
よ
る
滅
失
な
ど
の
心
配

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
元
金
や
利
子

の
支
払
い
が
指
定
の
口
座
に
自
動
的
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。
「
保
護
預
か
り
手

数
料
」
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
制
度
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｑ
１

十
日
町
市
げ
ん
き
債
っ

て
何
で
す
か
？

Ａ
１

使
用
目
的
を
は
っ
き
り

定
め
、
特
定
の
用
途
に
使
用

す
る
た
め
市
が
発
行
す
る
債

券
（
市
債
）
で
す
。
今
回
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く

る
る
」
と
精
神
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
充
て
ま

■
使
い
道

十
日
町
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
く
る
る
」
、
十
日
町
市
精
神
障

害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備

■
発
行
総
額

１
億
円

■
元
金
償
還

５
年
満
期
一
括
償
還
（
平

成
21
年
３
月
25
日
）

■
利
払
い

年
２
回
（
３
月
25
日
、
９
月

25
日
）

■
購
入
で
き
る
人

十
日
町
市
に
お
住
ま

い
の
20
歳
以
上
の
個
人

・
昭
和
59
年
２
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
・
２
月
10
日
現
在
で
十
日
町
市
に
住
民
登

録
の
あ
る
人

※
申
込
み
以
降
、
２
月
末
ま
で
に
転
出
す

る
場
合
は
総
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
■
購
入
価
格

10
万
円
単
位
で
、
最
高
１

０
０
万
円
ま
で

■
取
扱
金
融
機
関
・
取
扱
額

第
四
銀
行
十
日
町
支
店

５
、
０
０
０
万
円

北
越
銀
行
十
日
町
支
店

５
、
０
０
０
万
円

■
申
込
方
法

官
製
往
復
は
が
き
（
一
人

１
通
）
で
総
務
課
財
政
係
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い

※
記
入
方
法
は
左
記
の
記
載
例
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い

発
行
概
要
・

申
込
み
方
法

5 平成16年2月10日号 4

ご
注
意
く
だ
さ
い

「十日町市げんき債」

Q  ＆ Ａ
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江え

道ど
う

Ａ
遺
跡
（
江
道
地
内
）
は
、
団
体

営
集
落
地
域
整
備
統
合
補
助
事
業
（
ほ
場

整
備
）
に
伴
い
、
８
〜
９
月
に
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
中
世
の
集
落
跡
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

約
１
、０
０
０
㎡
の
範
囲
が
調
査
さ
れ
、

掘ほ
っ

立た
て

柱
ば
し
ら

建
物
３
棟
、
土ど

坑こ
う

１
基
、
柱

ち
ゅ
う

穴け
つ

な

ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
棟
の
建
物

は
長
方
形
に
柱
穴
が
並
び
、
東
西
方
向
を

向
き
ま
す
。
中
で
も
第
１
号
建
物
は
規
模

が
大
き
く
、
桁け

た

行ゆ
き

５
間
（
12
・
４
ｍ
）
×

梁は
り

間ま

４
間
（
６
・
４
ｍ
）
で
、
南
北
に
庇

ひ
さ
し

が
付
い
て
い
ま
す
。

遺
物
は
主
に
陶
磁
器
が
出
土
し
、
輸
入

品
と
国
産
品
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

輸
入
品
は
中
国
産
の
白は

く

磁じ

・
青せ

い

磁じ

で
、
皿

や
碗わ

ん

な
ど
で
す
。
国
産
品
に
は
、
珠す

洲ず

焼

の
甕か

め

・
壺つ

ぼ

・
擂す

り

鉢ば
ち

、瀬せ

戸と

・
美み

濃の

焼
の
皿
、

山や
ま

茶ぢ
ゃ

碗わ
ん

、
土は

師じ

質し
つ

土
器
の
皿
、
唐か

ら

津つ

焼
の

皿
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
お
お

む
ね
13
〜
16
世
紀
の
も
の
で
す
。

江
道
地
区
は
、『
中
魚
沼
郡
誌
』
に
「
口

碑
伝
わ
ら
ず
」
と
記
述
さ
れ
発
祥
が
明
ら

か
で
な
く
、
江
戸
時
代
初
期
に
開
発
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
調
査

に
よ
り
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
、
中
世
か
ら

村
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
跡
は
戦
国
期
の
越

後
国
魚
沼
郡
の
美
佐
島
郷
と
の
関
連
も
う

か
が
え
ま
す
。

大お
お

道み
ち

下し
た

遺
跡
（
小
泉
地
内
）
は
、
県
営

小
泉
沖
之
原
住
宅
団
地
造
成
事
業
に
伴
い
、

４
〜
６
月
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文

時
代
中
期
の
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

約
１
、０
０
０
㎡
の
範
囲
が
調
査
さ
れ
、

フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
１
基
、
柱
穴
な
ど
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
坑
は
、
直
径

１
・
２
ｍ
、
深
さ
50
㎝
ほ
ど
で
、
底
が
袋

状
に
広
が
り
、貯
蔵
穴
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

遺
物
は
、
土
器
、
石せ
っ

匙ぴ

、
打だ

製せ
い

・
磨ま

製せ
い

石せ
き

斧ふ

、
石せ

き

錘す
い

、
磨す

り

石い
し

、
石い

し

皿ざ
ら

な
ど
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

狐
き
つ
ね

城
じ
ょ
う

跡せ
き

（
中
条
島
地
内
）
は
、
国
道
１

１
７
号
よ
り
西
側
の
河
岸
段
丘
端
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
し
っ
ぴ
つ
川
を
挟
ん
で
南

側
に
は
矢や

放
は
な
ち

神
社
が
あ
り
ま
す
。
信
濃
川

を
見
下
ろ
せ
る
高
台
に
あ
る
島
状
の
地
形

の
た
め
、
以
前
か
ら
中
世
の
砦

と
り
で

で
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
た
場
所
で
、
大
井
田
十
八

城
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

工
事
用
残
土
置
き
場
整
備
な
ど
に
伴
っ

て
、
平
成
13
年
５
〜
６
月
、
14
年
７
〜
９

月
、
15
年
６
〜
９
月
と
３
か
年
に
わ
た
っ

て
、
砦
の
ほ
ぼ
全
域
に
あ
た
る
約
９
３
０

㎡
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
２
棟
と
南

北
２
本
の
空
堀
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
生

活
用
具
で
あ
る
陶
磁
器
が
ほ
と
ん
ど
出
土

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
室
町
時
代
〜
戦
国
時

代
に
か
け
て
、
こ
の
場
所
が
砦
と
し
て
機

能
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
砦
の
ほ
ぼ
中
央
か
ら
縄
文
時
代

中
期
の
竪た
て

穴あ
な

住
居
が
１
棟
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
住
居
の
中
か
ら
は
、
川
原
石
を
巧

み
に
組
み
合
わ
せ
た
複ふ

く

式し
き

炉ろ

が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
縄
文
土
器
や
石
器
も
数
多
く

出
土
し
て
い
ま
す
。

国
宝
館
・
火
焔
の
都
整
備
事
業
に
関
連

し
て
、
平
成
14
年
秋
に
引
続
き
、
15
年
度

も
範
囲
確
認
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
、
史
跡
指
定
地
内
の
西
側
を
中
心
に
、

９
月
下
旬
〜
12
月
中
旬
ま
で
12
地
点
、
計

１
３
０
㎡
の
範
囲
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
遺
物
や
遺
構
の
広
が
り
が

史
跡
指
定
地
の
範
囲
に
ほ
ぼ
収
ま
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
専
門
家
の
所
見
で
は
、
陸
上
競

技
場
に
近
い
遺
跡
の
北
西
側
は
東
側
や
南

側
に
比
べ
て
土
石
流
が
非
常
に
厚
く
た
い

積
し
て
お
り
、
土
石
流
が
発
生
し
て
縄
文

時
代
の
地
層
を
削
り
取
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

16
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
の
東
側

を
中
心
に
遺
跡
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く

調
べ
る
た
め
の
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
中な
か

林
ば
や
し

Ⅰ
遺
跡
（
名
ヶ
山

地
内
）
に
お
い
て
林
道
中
魚
沼
丘
陵
線
の

建
設
に
伴
い
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
団
体
営
集
落
地
域
整
備
統
合
補
助

平
成
16
年
度
に
は
、
江
道
地
内
に
お
い

て
引
き
続
き
江
道
Ｂ
・
Ｃ
遺
跡
が
調
査
さ

れ
、
中
世
の
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
笹
山
遺
跡
も
継

続
し
て
調
査
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ほ
か

に
、
ほ
場
整
備
な
ど
各
種
の
開
発
行
為
に

伴
い
、
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
は
、

国
宝
と
同
様
に
国

民
共
有
の
財
産
で
す
。
今
後
も
埋
蔵
文
化

財
の
保
護
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

事
業
（
美
佐
島
地
区
）
、
県
営
担
い
手
育

成
基
盤
整
備
事
業
（
宇
田
ヶ
沢
・
菅
沼
地

区
）
、
県
営
農
地
環
境
整
備
事
業
（
東
枯

木
又
地
区
）
な
ど
に
伴
い
、
遺
跡
の
有
無

を
確
認
す
る
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
新
た
な
遺
跡
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

今年度、文化財課では本調査１件、確認調査３件、試掘調査３件を実施

しました。調査にあたり、多くの皆さんからご協力いただきありがとうご

ざいました。今年度調査した代表的な遺跡を紹介します。

出土した陶磁器

フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑フラスコ状土坑

調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景調査風景

江
道
Ａ
遺
跡

笹
山
遺
跡

そ
の
他
の
調
査

今
後
の
調
査

狐
城
跡

大
道
下
遺
跡

第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物第１号建物

竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物竪穴住居と掘立柱建物

第55回十日町雪まつり協賛　冬季特別展

暮らしを彩る着物と品々
雪まつりに合わせて収蔵資料展

を開催します。日本の暮らしの中

でのさまざまな着物の装いがテー

マです。ぜひご覧ください。

◆会　期：２月20日F～22日A

◆会　場：博物館　特別展示室

◆入館料：500円（団体400円）

中学生以下無料

◆問合せ：博物館157-5531
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次
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ

た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
合

計
が
20
万
円
を
超
え
た
人

③
税
額
を
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税
の
納

税
義
務
が
生
じ
た
人

④
次
の
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
と
税
金
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ア
、
医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
・
雑
損
控
除
な
ど
の
該
当
者

イ
、
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人

不
明
な
点
は
十
日
町
税
務
署
（
1
52
│

３
１
８
１
）
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
市
県
民
税
の
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

①
市
役
所
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
書
が
配

ら
れ
た
人

②
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い

る
人

③
地
代
・
小
作
料
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

④
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や
年
金

以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

⑤
給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
た
人

申
告
会
場（
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
）

で
番
号
札
を
と
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

自
分
の
地
区
の
該
当
日
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、
予
備

日
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。混
雑
を
避
け
、

待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
は
相
談
に
は
応
じ
ま
す
が
、
申
告

書
は
皆
さ
ん
が
自
分
で
計
算
し
、
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め

に
、
手
引
き
を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
限

り
自
宅
で
記
入
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
、
源
泉
徴
収
票
、
収
入
や
必

要
経
費
・
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
が

わ
か
る
書
類
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除

証
明
書
、
印
鑑
、
電
卓
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、

申
告
者
本
人
の
預
貯
金
の
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の
な
ど
。

（
納
付
額
の
問
合
せ
）

▼
国
民
健
康
保
険
料
＝
税
務
課
管
理
収
納

係
（
内
線
１
１
５
）

▼
国
民
年
金
保
険
料
＝
六
日
町
社
会
保
険

事
務
所
（
1
０
２
５
│
７
７
０
│
２
２

１
１
）

▼
介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課
介
護
保
険

係
（
内
線
１
６
１
）

▼
農
業
者
年
金
保
険
料
＝
Ｊ
Ａ
十
日
町
本

店
（
1
57
│
１
５
７
１
）

■
問
合
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係

1
57
│
３
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告�

所
得
税
の
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

市
役
所
の
申
告
相
談

２
月
16
日
B
〜
３
月
15
日
B

■
地
区
ご
と
に
相
談
日
が

決
ま
っ
て
い
ま
す

■
国
民
健
康
保
険
料
・
国
民
年

金
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・

農
業
者
年
金
保
険
料
は
課
税

所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

市
県
民
税
の
申
告
は
市
役
所
へ

＜申告相談日程表＞

地　区

十日町

六箇・吉田

中　条

下　条

川　治

水　沢

予備日

期　　　日

２月16日b～18日d

２月19日e・20日f

２月23日b～25日d

２月26日e・27日f

３月１日b～３日d

３月４日e・５日f・８日b

３月９日c～12日f・15日b

時間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※月曜日と各地区の初日は混雑が予想されます

■
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

■
自
書
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

全国大会に延べ50人が出場

ITで変わる「へぇ～」な暮らし

IT（情報技術）の便利さを紹介し、身近に感じてもらうた

め、マルチメディアフェスティバル2004in越後妻有が１月

31日g・２月１日aに情報館で開催されました。31日には

マルチメディアセミナーと題した講演会や第３回越後妻有

ホームページコンテストの表彰式が行われました。また、

簡単にパズルなどが楽しめるレッツチャレンジコーナーで

は、子どもたちが楽しそうにパソコンにふれていました。

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

２・３月に開催される全国大会に出場する選手たちに

エールを送ろうと１月29日e、保健センターで激励壮

行会が行われました。この冬、市内からは延べ50人の

中学生と高校生、大学生、社会人が全国大会に出場しま

す。晴れ舞台での活躍が期待されます。

出場大会と選手名・所属は次のとおりです。（敬称略）

■第41回全国中学校スキー大会（２月３日c～６日f新

潟県妙高高原町）田村真理（十日町）徳永康介（南）水

落あすか（吉田）中川大志（下条）

■第53回全国高等学校スキー大会（２月６日f～10日

c北海道旭川市）若井一樹、野上輝樹、太平陽、斎藤裕

文、樋口大棋、柳尚宏、高橋紘弥、水野美咲、小林由貴、

春日萌子、水落香菜、滝沢沙矢佳、福崎翼（以上十日町）

島田涼、村山健吾、丸山秀幸、福原祥弘、尾身大地、鈴

木直人、田村文、丸山智恵、井上明日香、小林美貴（以

上十日町総合）井川純一（中越、下条中出身）馬場拓朗

（松代、吉田中出身）

■第59回国民体育大会冬季大会スキー競技会（２月21

日g～24日c山形県山形市・最上町・真室川町）井川

純一（中越高、下条中出身）若井一樹（十

日町高）村山健吾、丸山智恵（以上十日町

総合高）桑原慎太郎（日本大、水沢中出身）

野上幸
たか

寿
ひさ

（早稲田大、十日町高出身）水落

亮太、後藤伸昭（以上十日町スキークラブ）

■第23回全国高等学校空手道選抜大会（３

月20日g～22日b宮城県利府町）庭野真

祐美、春川美由紀、駒形侑子、小見明香、

村山裕美、石沢友美、村山奈津子、樋口絵

里、林友美、波形みゆき、児玉有里、市村

優季、高橋明菜（以上十日町）

※編集の都合上、全国中学校・高等学校ス

キー大会の入賞者は次号で掲載します
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機
屋
な
ん
て
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
元
年
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
家

業
を
継
い
だ
の
は
自
然
の
流
れ
で
し
た
ね
。

伝
統
工
芸
士
の
受
験
資
格
改
正
に
よ
り
経

験
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
試
験
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
き
も
の
が
で
き
る
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
手
を
経
て
い
ま
す
。
伝
統

工
芸
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
分
は
そ

の
一
行
程
を
担
っ
て
い
る
だ
け
で
、
最
初
か

ら
最
後
ま
で
自
分
で
全
部
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
１
反

１
反
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
、
き
も
の
を
着
る
人
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
着
る
の
が
面
倒
、
値
段
が
高
い
な
ど
、

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
破
し
、
き
も
の

の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
ね
。
押
し

付
け
で
は
な
く
、
良
い
も
の
を
わ
か
っ
て
も

ら
う
た
め
の
努
力
で
す
。

売
れ
る
き
も
の
か
ら
目
を
離
さ
ず
時
代
に

あ
っ
た
商
品
を
作
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

時
代
に
流
さ
れ
な
い
商
品
作
り
も
し
て
い
き

た
い
で
す
。
若
い
人
に
も
目
を
向
け
、
新
た

な
需
要
も
開
拓
し
た
い
で
す
。

一
昨
年
、
織
物
組
合
青
年
部
の
部
会
長
を

務
め
ま
し
た
。
十
高
甲
子
園
出
場
や
ク
ロ
ア

チ
ア
キ
ャ
ン
プ
な
ど
出
来
事
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
し
た
。
横
断
幕
や
国
旗
を
製
作
す
る
な

ど
、
今
ま
で
に
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
ね
。

子
ど
も
は
２
人
と
も
女
の
子
な
の
で
、
娘

に
将
来
、き
も
の
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

長
岡
に
あ
る
福
祉
・
介
護
関
係
の
専
門
学

校
を
卒
業
し
、
ゆ
き
ん
こ
の
開
所
と
同
時
に

就
職
し
ま
し
た
。
働
き
は
じ
め
て
間
も
な
く

１
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
母
や
介
護
員
の
兄
な
ど
身
近
な
人

の
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
と
こ
の

仕
事
に
ひ
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
人
と
接
し

人
と
話
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
今
は
申
し
訳

な
い
く
ら
い
楽
し
い
で
す
。

ゆ
き
ん
こ
に
は
、
一
人
で
の
生
活
が
困
難

な
痴
ほ
う
の
お
年
寄
り
18
人
が
個
室
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
と
き
に
は
行
動
障
害
も
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
毎
日
表
情
が
違
い
、
日
々

の
変
化
が
見
て
取
れ
ま
す
。
ず
っ
と
こ
の
ま

ま
身
内
の
よ
う
に
、
家
族
の
よ

う
に
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

小
学
校
か
ら
始
め
た
陸
上
競

技
で
は
、
主
に
短
距
離
や
跳
躍

に
取
り
組
み
、
高
校
ま
で
毎
日

練
習
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
下

宿
を
し
な
が
ら
新
潟
市
内
の
高

校
に
通
い
、
４
×
１
０
０
m
リ

レ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
出

場
で
き
ま
し
た
。
目
標
に
向
か

っ
て
進
む
こ
と
、
何
か
に
向
か

っ
て
い
く
精
神
を
高
校
時
代
に
鍛
え
ら
れ
ま

し
た
。
で
も
、
働
き
始
め
て
か
ら
あ
ま
り
走

っ
て
い
な
い
の
で
、
た
ま
に
は
気
持
ち
良
く

競
技
場
を
走
り
た
い
で
す
ね
。

庭野美雪さん
1983年生まれ　　　　

グループホームゆきんこ勤務

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
破
し
、
き
も
の
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
。
押
し
付
け
で

は
な
く
、
良
い
も
の
を
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め

の
努
力
で
す
。

少
人
数
で
、
家
族
の
よ
う
に

青
春

リ
レ
ー

先月の佐藤孝さんからバトンタッチ107

23

昭
和
40
年
生
ま
れ
の
39
歳
。
蕪
重
織
物
㈱
の
８

代
目
で
常
務
取
締
役
。
織
物
組
合
青
年
部
会
長

な
ど
歴
任
。
平
成
12
年
度
、
十
日
町
絣
製
織
部

門
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る
。

う
ち
の
め
ご
ち
ゃ
ん
募
集
中
で
す
。

アンパンマンが大好きな瑞穂ちゃんは元気いっぱい。午前中、お母さんと

「くるる」に行くことをとっても楽しみにしています。５月にはお姉ちゃんに

なる瑞穂ちゃん。真っ白くて大きなピレネー犬のメグとも大の仲良しです。

むらやま　みずほちゃん　平成14年３月13日生まれ　新宮１

村
山
　
瑞
穂
ち
ゃ
ん

蕪
木
良
一
さ
ん
（
西
寺
町
）

15
年
度
の
基
本
健
康
診
査
（
住
民

健
診
）
は
８
、
２
６
７
人
が
受
診
し
、

受
診
者
の
88
％
・
７
、
２
６
５
人
が

要
指
導
・
要
医
療
と
い
う
総
合
判
定

結
果
が
出
ま
し
た
。
異
常
な
し
は
わ

ず
か
12
％
・
１
、０
０
２
人
で
し
た
。

が
ん
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿

病
、
肝
臓
病
な
ど
は
、
長
年
の
悪
い

食
生
活
を
は
じ
め
、
運
動
不
足
、
休

養
不
足
、
過
度
の
飲
酒
や
喫
煙
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
、
毎
日
の
生
活
が
積
み

重
な
っ
て
発
症
す
る
生
活
習
慣
病
で

す
。「
今
は
元
気
」「
関
係
な
い
」
と

思
っ
て
い
て
も
、
自
覚
症
状
が
な
い

ま
ま
不
規
則
な
生
活
を
続
け
て
い
る

う
ち
に
、
少
し
ず
つ
体
は
む
し
ば
ま

れ
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
恐
ろ
し

い
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
健
康
診
断
の
結
果
が
要
指

導
・
要
医
療
、
境
界
領
域
な
ど
の
人

は
、
病
気
に
な
る
一
歩
手
前
の
生
活

習
慣
病
予
備
軍
で
す
。
要
注
意
を
！

生
活
習
慣
病
予
備
軍
で
も
、
悪
い

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
れ
ば
、
健
康
を
増
進
さ
せ

て
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
「
食
生
活
」
「
運
動
」
「
休
養
」

「
飲
酒
」「
喫
煙
」
の
５
つ
を
ポ
イ
ン

ト
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

と
と
も
に
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。
生
活
習
慣
改
善
の
目

安
と
し
て
毎
年
必
ず
住
民
検
診
や
健

康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態

を
常
に
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
各
種
検
診
申
込
書
」
を
市
報
２

月
25
日
号
と
い
っ
し
ょ
に
各
世
帯
に

配
付
し
ま
す
。
市
の
検
診
の
申
込
み

と
健
康
診
断
受
診
状
況
を
把
握
す
る

も
の
で
す
。
受
診
希
望
な
ど
を
記
入

し
、
３
月
10
日
d
ま
で
に
町
内
の
嘱

託
員
さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
ん
だ
人
に
は
後
日
、
日
程
に
あ

わ
せ
て
受
診
票
を
配
付
し
ま
す
。

健
診
で
年
に
一
度
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
Z

あ
な
た
も

生
活
習
慣
病
予
備
軍
？

今
か
ら
生
活
習
慣
改
善
を
！

住
民
健
診
・
各
種
が
ん
検
診

の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す

異常なし�
1,002人�
12％�

要指導ａ�
567人�
7％�

要指導ｂ�
3,477人�
42％�

要医療�
3,221人�
39％�
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品　　　名番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

規　格 希望価格

ス ト ー ブ
（サロンヒーター）

3,000～
5,000円
くらい

電 子 レ ン ジ
3,000～
5,000円
くらい

焼肉ジュージュー 電気式 3,000円

松 葉 づ え 無　料

マイコン調乳ポット ピップフジモト 1,000円

ウ ー ル 着 物 未使用 5,000円

ヘ ル ス メ ー タ ー デジタル表示 無　料

面・こて・胴・防具入れ 高校生使用 1,000円

豆 炭 あ ん か 200円

双 子 用 衣 類 80～95㎝ 相談で

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

電 子 ピ ア ノ 相談で

二 段 ベ ッ ト 相談で

三 味 線 5,000円
以下

カ ー ペ ッ ト の 糸 手芸用 相談で

チャイルドシート ０～３歳 相談で

自 転 車 男性用２台 相談で

ア ル ペ ン ス キ ー
女子用　

スキー130～
140㎝・靴21㎝

相談で

バ　イ　ク（原付） 不動でも可 相談で

水屋ダンス（重棚） １間×１間 相談で

二 段 ベ ッ ド 木　製 相談で

おんぶひも（子守帯）汚れていない物 相談で

ゆずってください……

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線158）へ

*ゆずります受付開始 ２月17日c 午前９時

ゆずります……

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
能
が
堪
能
な
人
●

勤
務
形
態
＝
①
４
〜
９
月
の
90
日
間

※
勤
務
成
績
に
よ
り
半
年
間
の
延
長

可
②
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
の
間
の
７
時
間
●
報
酬
＝

日
給
１
１
、
０
０
０
円
●
試
験
日
・

会
場
＝
３
月
３
日
d
・
公
民
館
本
館

●
試
験
内
容
＝
面
接
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
２
月
27
日
f
ま
で
に
、
履
歴

書
を
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
内

線
３
１
１
）
へ
提
出

●
訓
練
期
間
＝
４
月
７
日
d
〜
９
月

29
日
d
●
訓
練
施
設
＝
十
日
町
服
飾

専
門
学
校
●
定
員
＝
６
人
●
訓
練
経

費
＝
入
学
金
・
授
業
料
無
料
※
た
だ

し
用
具
な
ど
約
２
０
、
０
０
０
円
必

要
●
応
募
資
格
＝
関
連
知
識
・
技
能

習
得
に
よ
り
就
業
を
希
望
す
る
人
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
５
日
f
ま

で
に
、
十
日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
1
57
│
１
１
０
５
）

県
で
は
「
十
日
町
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

（
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

の
策
定
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
案
を

公
示
し
ま
す
。
意
見
の
あ
る
人
は
閲

覧
期
間
満
了
日
ま
で
に
県
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
●

日
時
＝
２
月
13
日
f
〜
27
日
f
の
平

日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
●
閲
覧
場
所
＝
市
建
設
課
・
県
十

日
町
土
木
事
務
所
計
画
調
整
課
●
問

合
せ
＝
県
都
市
政
策
課
都
市
計
画
係

（
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
４
２
９
）

●
変
更
後
の
会
場
＝
長
岡
建
設
会
館

（
変
更
前
‥
長
岡
総
合
庁
舎
）
※
日

時
な
ど
は
変
更
な
し
●
問
合
せ
＝
県

教
育
庁
文
化
行
政
課
文
化
係
（
1
０

２
５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
）

●
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
は
が
き
・

封
書
・
メ
ー
ル
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
る
と
、
相
手
に
連
絡
先

を
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
●
た
だ

よ
り
高
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無

料
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
●
配
水
管
清
掃
・
屋

根
工
事
・
シ
ロ
ア
リ
駆
除
・
浄
水
器

販
売
な
ど
、
不
安
を
あ
お
り
高
額
な

契
約
を
結
ぶ
悪
徳
業
者
が
い
ま
す
。

急
が
ず
市
内
同
業
者
か
ら
見
積
も
り

を
と
り
、
工
事
費
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
●
違
法
な
高
金
利
で
貸
し
付
け
、

厳
し
い
取
り
立
て
を
行
う
ヤ
ミ
金

融
・
サ
ラ
金
な
ど
に
手
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
●
問
合
せ
＝
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５
│

２
８
５
│
４
１
９
６
）
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
28
日
g
午

後
３
時
〜
●
会
場
＝
情
報
館
●
問
合

せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

●
日
時
＝
３
月
５
日
f
・
23
日
c
午

後
１
時
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
保
健

セ
ン
タ
ー
●
対
象
者
＝
15
年
11
月
〜

16
年
２
月
に
妊
娠
届
を
出
し
た
人
●

問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

（
内
線
１
４
１
）

ご
み
減
量
に
対
す
る
取
り
組
み
の

紹
介
や
事
例
発
表
で
す
。
●
日
時
＝

２
月
19
日
e
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分
●
会
場
＝
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
越
路

荘
（
六
日
町
）
●
問
合
せ
＝
県
六
日

町
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
環
境
セ
ン

タ
ー
環
境
課
（
1
０
２
５
│
７
７
２

│
８
１
５
４
）

●
日
時
＝
２
月
29
日
a
・
３
月
７
日

a
午
前
８
時
30
分
〜
●
会
場
＝
総
合

体
育
館
屋
内
運
動
場
●
参
加
費
＝
一

チ
ー
ム
３
、
０
０
０
円
（
保
険
は
各

自
で
対
応
）
●
チ
ー
ム
編
成
＝
Ｇ
Ｋ

を
含
め
５
人
（
登
録
人
数
制
限
な
し
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
18
日
d

正
午
ま
で
に
、
申
込
用
紙
を
総
合
体

育
館
（
1
52
│
４
３
７
７
）
ま
た
は

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
佐
藤
（
1
０
９
０

│
１
１
１
４
│
６
０
１
４
）
へ
提
出

●
日
時
＝
２
月
29
日
a
午
前
８
時
受

付
開
始
●
会
場
＝
桂
ス
キ
ー
場
●
参

加
費
＝
小
学
生
以
上
１
、
０
０
０
円
、

幼
児
以
下
５
０
０
円
（
保
険
は
各
自

で
対
応
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２

月
22
日
a
ま
で
に
、
十
日
町
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
本
部
（
明
石
町
・
ホ
ン
マ
科

学
㈱
内
1
57
│
２
４
９
３
）
※
当
日

申
込
み
は
午
前
８
時
50
分
ま
で

●
日
時
＝
３
月
13
日
g
午
後
６
時
受

付
開
始
●
会
場
＝
上
越
国
際
当
間
ス

キ
ー
場
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
、
リ

フ
ト
代
１
、
０
０
０
円
（
保
険
は
各

自
で
対
応
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

３
月
６
日
g
ま
で
に
、
参
加
費
を
添

え
て
当
間
ス
キ
ー
場
大
会
事
務
局

（
1
58
│
３
２
９
１
）

●
日
時
＝
３
月
20
日
（
春
分
の
日
）

午
前
７
時
30
分
受
付
開
始
●
会
場
＝

上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場
●
参
加
費

＝
一
般
１
、
５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
１
、
０
０
０
円
（
保
険
は
各
自
で

対
応
）、
駐
車
料
金
５
０
０
円
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
１
日
b
ま
で

に
、
参
加
費
を
添
え
て
当
間
ス
キ
ー

場
大
会
事
務
局
（
1
58
│
３
２
９
１
）

●
日
時
・
種
目
＝
①
３
月
20
日
（
春

分
の
日
）
・
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
②
３

月
21
日
a
・
フ
リ
ー
パ
シ
ュ
ー
ト
競

技
①
②
と
も
午
前
７
時
受
付
開
始
●

会
場
＝
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ

ー
ス
●
参
加
費
＝
一
般
４
、
０
０
０

円
、
高
校
生
３
、
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
２
、
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ

障
害
保
険
料
含
む
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
３
月
３
日
d
ま
で
に
、
総
合

体
育
館
（
1
52
│
４
３
７
７
）

市
内
小
・
中
学
校
（
指
定
校
）
の

体
育
館
や
武
道
館
な
ど
を
主
に
夜
の

時
間
帯
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
に

開
放
し
ま
す
。
●
申
込
資
格
＝
10
人

以
上
の
活
動
団
体
（
登
録
が
必
要
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
６
日
g

ま
で
に
、
申
込
用
紙
を
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）
へ
提
出

●
募
集
人
数
＝
７
人
●
応
募
資
格
＝

16
年
４
月
１
日
現
在
、
58
〜
64
歳
の

市
内
在
住
者
で
働
く
意
欲
の
あ
る
健

康
な
人
●
就
業
内
容
＝
サ
ン
ク
ロ
ス

十
日
町
な
ど
の
施
設
管
理
●
就
業
時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
と
午
後

５
時
〜
10
時
の
２
人
交
代
（
原
則
１

年
間
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月

27
日
f
（
当
日
消
印
有
効
）
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
、
履
歴
書
を
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ク
ロ
ス
十

日
町
内
1
57
│
５
７
０
８
）
へ
提
出

市
内
小
・
中
学
校
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
活
用
す
る
授
業
の
補
助
や
操
作

ア
ド
バ
イ
ス
、
教
職
員
技
能
講
習
な

ど
を
行
う
、
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
２
人
を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
資

格
＝
４
月
１
日
現
在
、
20
〜
40
歳
で

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｈ
Ｕ

カ

ル

フ

・
Ｃ
Ｕ
Ｐ

カ
ッ
プ

第
24
回
十
日
町
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

当
間
ナ
イ
タ
ー
カ
ッ
プ

Ｇ
Ｓ
大
会

第
19
回
十
日
町
・

当
間
カ
ッ
プ
Ｇ
Ｓ
大
会

16
年
度
学
校
体
育
施
設
開

放
事
業
利
用
申
込
み

２
月
の
ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

第
７
回
庭
野
ス
ポ
ー
ツ
杯

社
会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

15
年
度
南
魚
沼
・
中
魚
沼
地
区

ご
み
半
減
県
民
運
動
実
践

活
動
報
告
会

ハ
ロ
ー
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ス
ク
ー
ル

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

２
月
会
場
を
変
更
し
ま
す

●社会福祉事業へ＝大熊達

義（山本町１・300,000

円）こじま寿司（高田

町１・30,000円）

●赤い羽根共同募金へ＝ボ

ーイスカウト十日町一

団（50,725円）

●情報館へ＝水落ミツイ

（新座３）阿部昌義（寿

町２）阿部恭平（栄町）

風本真吾（東京都）

●博物館へ＝山田憲一（四

日町新田２）桜井忠誠

（下町）高橋日出丸（稲

荷町３北）

寄付ありがとう
１月25日届出分まで（敬称略）

雪まつり期間中、明石の湯
は営業時間を延長します
雪像づくりのあとに、また雪まつりを

楽しんだあとに、ぜひご利用ください。

●延長時間＝

２月19日e・20日f…午後11時まで

21日g …午前０時まで

※22日aは平常営業となります

●問合せ＝キナーレ（152-0117）

グ
レ
ス
テ
ン
カ
ッ
プ
桂
ス

キ
ー
場
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

都
市
計
画
案
を
公
示
し
ま
す

う
ま
い
話
に
注
意
！

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
和
裁
科

生
徒
募
集

今後、さまざまな行政手続きがインターネ

ットを通じてできるようになります。この際、

他人によるなりすまし申請や申請内容の改ざ

んを防ぐため、電子証明書が必要になります。

この電子証明書の提供を行う公的個人認証サ

ービスが、先月から始まりました。

●サービスを利用するには

①市役所窓口でＩＣカード（住民基本台帳カ

ード）を作成します。（手数料500円）

②ＩＣカードの中に県知事の発行する電子証

明書を記録します。（３月末まで手数料無料）

③ＩＣカードを使って、自宅のパソコンから

申請などを行うことができます。（ＩＣカー

ド読み取り装置が必要）

●問合せ

県情報政策課（1025-280-5103）

市企画人事課新行政推進係（内線217）

公的個人認証サービス開始

教
育
委
員
会
情
報
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

公的個人認証サービス開始
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◆
「
は
じ
め
ま
し
て
、
僕
の
名
前
は
（
市
報

と
お
か
ま
ち
）
で
す
。
生
ま
れ
は
昭
和
31
年

5
月
25
日
。
生
ま
れ
た
と
き
は
（
十
日
町
市

政
だ
よ
り
）
と
名
付
け
ら
れ
た
ん
だ
。
そ
の

後
、
昭
和
35
年
に
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
し
て

（
市
報
と
お
か
ま
ち
）
と
い
う
名
前
に
な
っ

た
ん
だ
よ
。
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か

っ
た
こ
と
、
み
ん
な
で
燃
え
た
あ
の
一
瞬
を

つ
ぶ
さ
に
記
録
し
続
け
た
よ
。
僕
は
市
と
市

民
の
歴
史
を
飾
り
っ
気
な
し
に
詰
め
込
ん
だ

〝
地
上
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
〞
な
ん
だ
」

昭
和
57
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
市
報
縮
刷
版

（
初
版
か
ら
昭
和
56
年
ま
で
の
３
７
６
号
を

収
録
）
を
読
む
と
、
こ
ん
な
叫
び
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
今
年
は
市
制
施
行
50
周
年
。「
市

報
と
お
か
ま
ち
」
は
、
ほ
ぼ
十
日
町
市
誕
生

と
同
時
に
市
と
市
民
の
歴
史
を
記
録
し
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
作
業
は
今
後
も

脈
々
と
続
け
ら
れ
ま
す
。
縮
刷
版
に
興
味
の

あ
る
人
は
、
情
報
館
や
各
地
区
公
民
館
に
あ

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

数
十
冊
で
す
が
広
報
広
聴
係
に
在
庫
が
あ
り

ま
す
の
で
販
売
（
Ａ
４
版
・
１
、
１
７
７
ペ

ー
ジ
・
３
、
８
０
０
円
）
も
で
き
ま
す
。
市

民
と
市
と
の
架
け
橋
で
あ
る
「
市
報
と
お
か

ま
ち
」
の
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,011人

男　21,022人

女　21,989人

■世帯数　13,243世帯

(△42）

(△13）

(△29）

(△3）

市民の動き
１月末現在（ ）は前月からの増減

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

編
集
後
記

市指定文化財／有形民俗・越後アンギン及び関連資料　一括

23

越後アンギンは、カラムシ・アカソ・イラクサなどの植物繊維を素材にして、簾
すだれ

や俵のように

編んで作られた布のことです。袖無し・前当て・前掛け・袋など、さまざまな用途に使われてい

ました。アンギンの語源は「編
あみ

衣
ぎぬ

」あるいは「網
あみ

衣
ぎぬ

」と言われています。

昭和29年、民俗学者の小林存
ながろう

氏によって津南町結東から発見され、その存在が明らかになる

まで、文献上でのみ知られた「幻の布」でした。現在、アンギン製品や製作工具、製作技術が保

存・伝承されているのは、全国的に見ても魚沼地方と東頸城郡にほぼ限定され、学術的にも大変

貴重なものです。呼称も地域によって異なり、十日町市の平地部・川西町・中里村・津南町では

アンギン、十日町市の山間地ではマギン（マンギン・マンギ）、松代町・松之山町ではバト（バ

トウ）、小千谷市・信州秋山郷ではバタと呼ばれています。

近年、各地の縄文時代の遺跡からアンギンと同じような組織や構造を持つ編
あみ

布
ぬの

片
へん

が発見され、

縄文時代にまでさかのぼる布としても注目されています。 （文化財課）

袖無し

アンギン編み工具


